
□業務管理…作業の割振り、引率・監督　[ 表 3][ 史 6]

・勘定所、歩兵隊など各所からの指示・依頼で人足派遣

・おもに江波や京橋での船荷水揚げ、竹屋町蔵場での納入作業に従事

・炊き出しなど、時に夜通しの作業も

□労働契約・条件の管理…規約違反の対処 [ 史 5]

(1) 勝手に帰村する

(2) 宰領が行方不明になる

(3) 鑑札を紛失する

(4) まちで騒動をおこす

□勤怠・賃金計算…生活費の不足問題に苦慮 [ 史 7]

・人足の基本生活費（事前支給額＋「菜代 ( 日当 )」)

・年末にボーナス…衣類調達代等として

・報奨手当…炊き出し作業者に対し、三杦らが申請

・郡中餞別費より緊急用預り分 (3 両 ) 放出⇒人足らによる、自村への請求・借金多発

□安全衛生・健康管理…絶えない「罹患者」と帰村処理

・人足宿所の抜き打ちチェック（勘定吟味役視察）…掃除を指示

・病人帰村のための船賃補助を手代連名で申請…聞届け

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　現地船問屋複数から相見積もり（四国回りの三八船）

・帯同の医師（歩兵隊付き医師：大熊良達）との連携

・⇒後半期は、百人単位。人員整理の事由付けの可能性あり [ 史 9]

　 エピローグ
■役目を果たし、大坂へ
・大量帰村を見届け…大坂から人足差替え指示

・タイミングをみて帰還申請⇒いったん了承した池山らがごねる

・江波島より乗船、三八船で帰途へ⇒讃岐で金毘羅参り [ 史 10]

□余暇の楽しみも

・同僚との酒宴、宮島詣で、東照宮や饒津神社参拝。実家からの差入れも [ 史 11]

■第 2陣は、戦場へ…近江代官多羅尾支配村々
・大阪市域では、丹北郡（長原、川辺等）村々が該当

・夫人足選定は第 1陣と同時期。待機中に「兵賦」人足追加

・「夫役」から「雇用」へ…支払いも、よりシビアに

・慶応 2年 5 月出発、同年 8月 24 日広島出立（契約満期の者）（城家文書、大阪市史編纂所蔵）

　○
焚
出
し
従
事
者
へ
の
報
奨
金
申
請
（
広
島
表
御
用
留
）

　
　
　
　（
加
島･

四
貫
島･

庭
井
村
等
含
む
先
隊
人
足
　
人
）

　
右
之
も
の
共
義
、
歩
兵
隊
般
舟
寺
焚
出
し
方
ニ
而
外
駈
走
り
、

　
下
通
之
人
足
共
と
も
訳
違
寒
気
之
折
柄
引
続
多
人
数
之
焚
出
、

　
昼
夜
之
無
差
別
薪
・
水
之
業
ニ
難
儀
い
た
し
候
間
、
引
替
之
義

　
等
申
立
候
得
共
、
其
時
之
理
解
及
置
候
義
ニ
而
、
事
実
難
義
之

　
段
相
違
無
御
座
候
間
、
何
卒
格
別
之
御
義
ヲ
以
向
後
相
当
之
日

　
当
御
手
当
ヲ
被
下
置
候
様
仕
度
、
左
候
ハ
ヽ
励
ニ
も
相
成
、
此

　
上
猶
一
際
出
精
可
仕
奉
存
候
、
依
之
此
段
奉
願
候
、
以
上
　
　

　
　
　
寅
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
海
多
治
郎
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
杦
泰
次
郎

○
病
人
帰
村
の
入
費
補
助
申
請
（
広
島
表
御
用
留
）

　
今
般
御
用
物
為
持
送
大
坂
表
ゟ
罷
越
候
夫
役
人
足
之
内
、
磯
八

　
外
弐
人
途
中
ゟ
病
気
ニ
付
帰
村
之
義
奉
願
候
処
、
願
之
通
被
仰

　
付
其
段
申
渡
候
処
（
略
）
磯
八
外
弐
人
之
も
の
共
も
身
薄
之
も

　
の
ニ
付
、
旅
中
雑
用
等
之
手
当
も
無
御
座
難
渋
之
趣
申
立
候
ニ

　
付
勘
弁
仕
候
処
、
幸
ひ
大
坂
表
迄
便
船
御
座
候
趣
ニ
付
船
頭
共

　
承
糺
候
処
、
壱
人
ニ
付
金
弐
分
三
朱
ツ
ヽ
ニ
而
船
中
賄
・
船
賃

　
共
取
賄
候
旨
、
申
聞
候
間
、
可
相
成
候
義
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
右
三

　
人
之
も
の
共
へ
船
中
賄
料
船
賃
共
被
下
置
候
様
仕
度
、
右
看
病

　
人
も
同
様
道
中
失
費
も
相
掛
り
候
ニ
付
何
与
歟
御
手
当
被
成
下

　
置
候
様
奉
願
候
、
以
上

　
　
　
慶
応
元
丑
年
十
二
月
廿
一
日
　
　

人
足
た
ち
に
寄
り
添
う

○
喧
嘩
事
件
と
住
民
対
応
（
御
用
留
）

　
　
　
　
　
　
　（
該
当
者
・
高
津
村
佐
助
、
曽
根
崎
村
々
庄
七
）

人
足
の
庄
七
・
太
平
治
が
京
橋
筋
東
柳
町
橋
本
屋
清
八
と
い
う
居

酒
屋
に
行
っ
た
。
酒
を
売
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
と
こ
ろ
口
論
と

な
り
、
清
八
が
人
足
ら
を
殴
っ
た
。
そ
こ
へ
来
た
佐
助
ま
で
も
殴

り
ケ
ガ
を
さ
せ
て
逃
げ
た
。帰
っ
て
き
た
人
足
ら
は
恨
み
に
思
い
、

清
八
方
へ
行
こ
う
と
す
る
の
で
厳
し
く
止
め
た
が
、
他
の
人
足
ま

で
同
調
し
、
清
八
を
捕
ま
え
よ
う
と
大
勢
で
店
へ
押
し
か
け
て

い
っ
た
。

裏
口
か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
清
八
を
追
っ
た
は
ず
み
に
建
具
な
ど

を
損
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、（
駆
け
付
け
た
三
杦
ら
が
）
町
役

人
を
呼
ん
で
糺
し
た
と
こ
ろ
、「
現
場
に
居
合
わ
せ
た
訳
で
も
な

く
、
ま
た
清
八
は
（
管
轄
で
あ
る
）
当
領
主
の
町
方
（
広
嶋
藩
町

奉
行
）が
召
し
捕
る
も
の
だ
か
ら
、把
握
し
て
い
な
い
」と
言
っ
た
。

出
張
先
の
こ
と
な
の
で
穏
便
に
済
ま
せ
た
い
が
、
先
ご
ろ
も
（
広

島
城
下
の
）
藍
蔵
門
前
で
幕
領
の
人
足
が
何
者
か
に
殴
ら
れ
た
。

そ
の
際
も
穏
便
に
処
理
し
（
人
足
に
は
）
夜
に
出
歩
く
の
は
勿
論
、

ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
申
渡
し
た
の
に
ま
た
同
じ
こ
と
が
起

こ
っ
た
。「
今
回
は
そ
ち
ら
で
取
り
扱
っ
て
く
れ
」
と
い
わ
れ
た

の
で
、処
理
し
よ
う
と
、内
海
手
代
池
山
へ
掛
け
合
っ
た
が
「
佐
々

井
半
十
郎
に
聞
い
て
く
れ
」
と
い
わ
れ
、
佐
々
井
に
は
勘
定
所
へ

達
し
な
く
て
は
取
り
扱
い
で
き
な
い
と
い
わ
れ
た
。

出
張
先
ゆ
え
臨
機
応
変
に
対
処
し
、
皆
が
難
儀
に
及
ば
ぬ
よ
う
う

ま
く
取
り
扱
う
べ
き
だ
と
再
三
話
し
た
が
、「
勘
定
所
へ
言
っ
て

く
れ
」
の
一
点
張
り
だ
っ
た
の
で
、
や
む
な
く
報
告
す
る
。
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　一
此
度
長
防
江
御
人
数
差
向
相
成
候
ニ
付
而
者
、
兵
糧
其
外
持
運

　
ひ
等
之
た
め
右
人
数
ニ
応
し
人
馬
附
属
無
之
候
而
者
不
相
成
候

　
処
、
右
者
多
分
之
人
馬
高
ニ
付
請
負
人
足
等
御
雇
上
相
成
候
而

　
者
諸
方
人
馬
相
集
候
儀
ニ
而
自
然
如
何
之
も
の
紛
入
候
哉
も
難

　
計
、
右
様
之
節
者
不
容
易
儀
ニ
到
り
候
ニ
付
、
何
分
請
負
人
足

　
等
者
難
申
付
御
料
所
之
者
ニ
候
ハ
者
御
懸
念
も
無
之
御
安
心
之

　
事
ニ
付
、
無
余
儀
其
支
配
所
村
々
江
右
人
馬
夫
役
被
仰
付
候
間

　
其
旨
可
相
心
得
候
、
尤
馬
之
儀
者
場
所
ニ
寄
差
支
候
由
ニ
付
、

　
都
而
人
足
ニ
代
エ
村
高
千
石
ニ
付
五
人
宛
、
壮
健
成
者
共
相
選

　
凡
廿
五
人
ニ
壱
人
之
当
を
以
才
領
之
も
の
附
添
差
図
之
場
所
江

　
差
出
候
様
可
被
申
渡
候
、
尤
宿
駅
・
助
郷
等
も
相
勤
失
費
相
嵩

　
候
村
々
も
有
之
、
其
辺
厚
被
為
厭
候
ニ
付
、
人
足
ニ
罷
出
ル
も

　
の
共
何
れ
へ
も
難
儀
不
致
様
、
留
守
中
ニ
者
耕
作
手
代
り
雇
入

　
候
丈
之
御
手
当
被
下
、
万
一
妻
子
等
不
慮
之
難
儀
も
相
生
候
　

　
ハ
ヽ
是
又
御
手
当
被
下
候
間
、
右
様
之
節
者
取
調
可
被
申
立
先

　
□
ニ
お
ゐ
て
喰
料
其
外
寒
サ
ニ
向
ひ
候
御
手
当
布
団
等
迄
御
用

　
意
被
成
置
候
積
ニ
付
、
右
等
之
趣
厚
相
含
申
諭
、
為
取
締
手
付
・

　
手
代
之
内
差
添
御
沙
汰
次
第
罷
越
候
様
可
被
取
計
候

　
　
但
人
足
共
留
守
中
耕
作
之
手
代
り
雇
賃
者
、
壱
ヶ
年
金
弐
拾

　
　
　
両
之
割
を
以
日
割
ニ
而
村
方
江
相
渡
、
先
々
ニ
而
者
御
賄

　
　
　
被
下
候
外
、
菜
代
其
外
御
手
当
与
し
而
壱
人
ニ
付
一
日
銭

　
　
　
百
文
も
相
渡
し
、
右
之
外
袷
半
天
・
股
引
・
足
袋
共
一
通

　
　
　
り
宛
被
下
、
布
団
も
御
貸
渡
し
相
成
、
才
領
之
も
の
江
者

　
　
　
右
御
手
当
□
人
足
弐
人
分
被
下
候
積
ニ
付
、
此
段
も
差
含

勘
定
奉
行
（
小
栗
下
総
守
）
よ
り
の
申
渡

　
　
　
申
諭
、
才
領
之
も
の
者
差
働
有
之
も
の
相
選
差
出
候
様
可

　
　
　
遣
取
計
候

           

一
御
勘
定
所
様
ゟ
御
鑑
札
壱
枚
ヅ
ヽ
宰
領
・
人
足
共
へ
一
人
別
之

　
御
下
ケ
渡
ニ
相
成
候
間
、大
切
ニ
相
守
肌
ニ
付
置
紛
失
無
之
様
、

　
尤
是
ハ
御
料
所
百
姓
与
申
証
拠
ニ
付
御
探
索
鑿
所
ニ
而
御
之
節   

    

差
出
候
様
可
相
心
得
、
猶
御
用
済
帰
坂
之
節
早
々
返
上
可
致
事

一
宰
領
・
人
足
共
半
天
・
股
引
・
足
袋
并
雨
具
迄
一
ト
通
り
御
下

　
渡
ニ
相
成
候
事

　
但
し
本
文
ニ
有
之
候
へ
共
、
混
雑
之
砌
ニ
付
差
当
り
不
都
合
相

　
成
候
而
者
不
宜
候
間
、
自
身
之
廻
り
一
ト
通
持
参
致
候
而
も
可

　
然
哉

一
出
立
之
節
人
足
へ
金
拾
両
ヅ
ヽ
相
添
可
申
候
へ
共
、
此
方
三
両

　
ヅ
ヽ
御
出
役
へ
相
預
ケ
置
、
先
々
ニ
而
者
入
用
出
来
候
節
彼
地

　
ニ
而
受
取
可
申
、
尤
留
守
中
入
用
之
も
の
ハ
月
割
ニ
而
其
村
々

　
ニ
而
取
計
可
申
事
（
一
ヶ
条
略
）

一
宰
領
へ
相
渡
金
之
儀
者
出
立
之
節
大
坂
ニ
而
郡
中
惣
代
之
内
ゟ

　
相
渡
候
間
、
是
者
其
村
ゟ
出
金
ニ
不
及
候
事

一
御
大
切
之
御
荷
物
ニ
付
、
大
坂
ニ
而
請
取
候
上
者
道
中
ニ
而
不

　
調
法
無
之
様
持
運
ひ
、
万
事
宰
領
之
差
図
ヲ
請
可
申
事

一
宰
領
之
者
者
御
出
役
へ
万
事
相
伺
差
図
ヲ
請
、
御
荷
物
并
ニ
人

　
足
之
取
締
第
一
ニ
心
掛
可
申
事

一
道
中
ニ
而
人
足
之
も
の
喧
嘩
口
論
ハ
勿
論
、
都
而
心
得
違
之
儀

　
決
而
致
間
敷
、
村
々
ニ
而
申
付
置
可
申
事

史 2

心
得
書
（
抜
粋
）

　○
玉
薬
を
水
揚
げ
す
る

一
四
日
（
略
）
林
又
七
郎
殿
ゟ
呼
出
之
上
江
場
嶋
玉
薬
水
揚
い
た

　
し
可
申
様
被
申
候
ニ
付
、
其
趣
桜
井
久
之
助
役
所
へ
罷
出
談
し

　
候
へ
共
、
人
足
者
一
旦
歩
兵
方
へ
引
渡
有
之
人
足
ニ
付
、
其
趣

　
林
様
へ
相
断
候
へ
共
、
押
而
明
日
同
所
へ
人
足
召
連
可
罷
出
旨

　
被
申
候
ニ
付
、
其
侭
帰
り
申
候

一
五
日
朝
人
足
五
十
人
召
連
罷
出
候
節
、
歩
兵
方
ゟ
差
と
か
め
候

　
ニ
付
、
其
段
林
様
へ
相
断
候
処
、
人
足
見
合
ニ
相
成
候
（
略
）

一
酒
相
催
し
申
候
処
へ
御
普
請
役
廣
瀬
文
蔵
殿
被
参
候
、
御
勘
定

　
所
へ
罷
越
候
様
被
申
候
ニ
付
被
罷
出
候
処
、
人
足
百
七
十
壱
人

　
之
内
百
人
歩
兵
方
・
七
十
壱
人
御
勘
定
方
人
足
仕
訳
、
名
前
書

　
差
出
し
候
様
可
致
旨
被
仰
付
候

○
布
団
を
運
ぶ

一
七
日
（
略
）
夫
ゟ
京
橋
へ
水
揚
ニ
罷
出
候
処
、
船
廻
り
無
之
ニ

　
付
、
其
趣
御
勘
定
へ
相
断
申
候
、　
明
八
日
前
書
水
揚
人
足
三

　
十
人
、
桜
井
役
所
へ
蒲
団
扱
人
足
三
十
人
差
出
候
事
被
申
付
候

一
八
日
（
略
）（
桜
井
）
役
所
へ
罷
出
、蒲
団
之
処
手
不
足
ニ
付
又
々

　
三
十
人
呼
寄
、
歩
兵
方
へ
六
百
五
十
八
枚
、
騎
兵
方
へ
五
十
三

　
枚
、
大
炮
方
へ
廿
八
枚
、
蒲
団
持
運
申
候

　
夜
帰
り
候
処
へ
弥
右
衛
門
罷
越
、
京
橋
へ
昨
日
之
御
用
物
只
今

　
着
い
た
し
今
夕
ニ
水
揚
可
致
旨
玉
薬
方
ゟ
被
申
候
へ
共
、
只
今

　
ゟ
水
揚
ハ
迚
も
出
来
不
申
、
如
何
仕
候
哉
之
義
申
出
候
ニ
付
、

　
御
勘
定
森
様
へ
伺
ニ
罷
出
候
処
、
明
日
水
揚
可
致
旨
被
申
候
ニ

　
付
、
其
趣
弥
右
衛
門
へ
申
付
（
略
）

人
足
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
（「
芸
州
行
道
中
日
記
」）

現地でのおもな作業表
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史 1 集合場所 仕事内容 該当部署 備　考

江波島

京橋

竹屋町

本川

般舟寺

妙慶院

戒善寺

中島

蔵所

水揚 ( 玉薬･蒲団他諸品 )
船積 ( 大砲･玉薬･車等 )
運搬 ( 蒲団 )

水揚 ( 玉薬･荷物 )

水揚･蔵入れ ( 米 )

運搬 ( 秣･大豆他諸品 )

焚出し

焚出し

焚出し

運搬 ( 蒲団 )

水揚 ( 米 )
水揚 ( 諸品 )

勘定吟味方､歩兵方
歩兵方
歩兵方

歩兵方
大砲･玉薬方

大砲方･勘定方

勘定方･騎兵方

歩兵方

歩兵方･大砲方
騎兵方

大砲方
勘定方

深夜まで労働。
小夜食料支給

倉敷代官手代･勘定方

より依頼の件あり

倉敷代官所
仮役所

中町

中町

中町

水揚げ場

水揚げ場

水揚げ場

史 6

表 3

（
十
二
月
）

（
十
二
月
）

（
勘
定
役
）

騎兵方

騎兵方

深夜まで労働。


